
 

 

ポーチの型紙製作支援システム 

池田 優希*  五十嵐 悠紀*† 

概要． 初心者が手芸作品を製作するに当たり，手の付け易い物の一つにポーチが挙げられる．近年で

は初心者でも簡単に手芸作品を製作できるようなキットが販売されているが，理想に合った大きさの型

紙を探し出すことは困難である．本稿では製作したいポーチの大きさを入力することで縫い代を含めた

型紙を計算し，それに合った長さのファスナーも計算する，ポーチの型紙製作支援システムを提案する．

ユーザは 3つのデザインのポーチから１つを選択し，大きさを入力する．システムは入力された数値か

らそれぞれに合った型紙を計算することで必要な材料の調達やパーツの裁断を支援する．更に自分の使

いたい布の柄をデザインし，それを型紙製作支援システムと組み合わせることもできる． 

 

1 はじめに 

手芸作品を製作するに当たり，材料の調達やパー

ツを裁断する際に基準となるのが型紙である．製作

したい物の形や大きさから必要なパーツの計算を行

う．しかし初心者の場合，パーツのイメージがつき

にくく，計算を間違えてしまうことが考えられる．

このようなことが起こると，パーツ同士をうまく縫

い合わせることができない，完成品がイメージして

いた大きさと異なるなどのトラブルが発生する． 
そこで，完成後の形と大きさを指定し，完成イメ

ージを確認しながら縫い代も含めたパーツの計算を

行うシステムを提案する．完成後からは想像のつき

にくいパーツや，縫い代も含めた結果を出力するこ

とでユーザの支援を行う．完成品の縦横比によって，

製作可能かどうかの判断をコンピュータが行い，代

替案をユーザに提示することで実際に製作可能な形

の型紙を得ることができる． 
 

2 関連研究 

関連研究としてアパレル CAD の自動作図機能を

用いた衣服用の型紙の生成に関する研究がある[1]．
ユーザが入力した数値に基づいてシステムが段階を

追って作図を行い，それを用いて実際の衣服を製作

することができる．山本らはこのシステムを実際に

大学における被服学の授業で教育のために用いてい

る．我々の提案システムも，形状が決まっている中

で大きさを変化させ，型紙を作成するといった過程

は同一である．一方で，山本らのシステムは洋服を

作成することを専門とする人のためのシステムであ

るが，本稿で提案するシステムの対象は初心者を想

定している． 
カバーデザインシステム[2]は既存の 3 次元モデ

ルを入力とし，カバー形状を算出してカバーを自動

生成する．モノの入れ物を作るための型紙を製作す

るという点は共通であるが，提案システムではユー

ザが大きさを決定することでパーツを単純な四角形

で作ることができ，より初心者にとって作りやすい

形状であることからハードルを下げることができる． 
 

3 提案システム 

提案システムは形状デザインモードと，生地デザ

インモードの 2 つのモードから構成される． 

3.1  形状デザインモード 

形状デザインモードでは，まず 3 つの基本形の中

からユーザが作りたい形状を選択する(図 1a)．選択

した形状に対して，ユーザが製作したいポーチの縦、

横、奥行きの大きさを入力(図 1b)することで，シス

テムは初期の型紙を算出し提示する(図 1c)．ユーザ

はそれぞれのパーツを独立した布で縫うか，統合し

て 1 つのパーツとして縫うかを判断し，ドラッグア

ンドドロップをしながら，パーツを繋げていく．パ

ーツが繋がった際には 1 枚布で縫うとし，ドラック

アンドドロップを行う２つのうち，上に配置されて

いるパーツの配色を選択している．一括でパーツを

1 枚布で作成するボタンも設置した． 
また，次節で述べる生地デザインモードでデザイ

ンした生地を，パーツに反映することができる(図 
1d)．型紙デザインに変化が起きるたびに，システム

は 3 次元形状の表示画面もアップデートする．これ

により，ユーザは縫った後の完成形を確認しながら

デザインしていくことができる． 
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図 1．プログラムの概要 

 

3.2  生地デザインモード 

生地デザインモードでは，実際に使用する布の柄

をデザインすることができる．デザインはタータン

チェックとギンガムチェックの二種類で，どちらも

ベースとなる色とチェックを構成する縦縞，横縞の

色を設定することでデザインを行う(図 2)．使用する

色はカラーパレットから指定することができる他，

写真を読み込み，その写真に使われている色から選

択することも可能とした．これにより，チェックの

色合いを，ポーチの中に入れるものと揃えたり，自

分の好みの色を組み合わせたりすることができる． 
ユーザは最後にインクジェットプリンタを用いて

印刷可能な布にデザインした柄をプリントアウトし，

好みの柄でポーチを作成することができる. 

  
図２．生地デザインシステム 

 

4 結果と議論 

上記のシステムを使用してデザインした結果を図

3 に示す．2 名の被験者にポーチに入れたいものを

用意してもらい，その大きさを測定した上で本シス

テムを利用してデザインしてもらった．また，生地

のデザインから行った結果を図 4 に示す．こちらは

著者がデザイン，製作を行った．中に入れたいマス     

   
図３．提案システムでポーチを製作した結果 

キングテープの色を選択してタータンチェックの布

をデザインした． 

 

(a) 中に入れたいモノの写真を参照した色でデザインした布 

 
(b) 自動生成された型紙      (c) 製作したポーチ 

図４．生地のデザインとそれを利用したポーチ 

 

5 まとめと今後の課題 

本稿では，ユーザの指定した大きさのポーチの型

紙を生成できるシステムを提案した．今後は，ユー

ザがポーチの中に入れたい物をスキャンし，その大

きさに合ったポーチを提案する機構を付けたり，対

話型進化計算などを用いて，自分でデザインをする

のが苦手な人でも簡単にデザインできるようにする

など，よりユーザが欲している形状を簡単にデザイ

ンできる機構を取り入れたい．また，カッティング

プロッター等で，製作した型紙の大きさ通りに布を

裁断することで，ユーザが市販の布でもキットのよ

うな状態で扱えるような機構も取り入れたい． 
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